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23.7 糎、全長 886.4 糎、巻子装になっている。


































































天平 12（740）年３月 13 日付の願文をもつ
藤原北夫人発願一切経、聖武天皇の夫人の一
人であった北家・藤原房前の娘が亡父の追善
と母の平安を祈念し発願したもので、藤原北
家の写経施設で写されたものである。のち元
興寺に移されて「元興寺北宅一切経」などと
呼ばれ、当該印の押印もその傍証の一つとさ
れる。ということは、本巻は奈良時代、8 世
紀のうちに元興寺に所蔵された可能性があ
る。ただし当該印を押印したもののうち、石
山寺一切経の平安時代初期書写の『妙法蓮華
経玄賛』巻第三が存在しているため、その時
期は平安時代初期まで下げる必要があろう。
　以上、奈良時代、８世紀半ばに讃岐国で写
された本巻は、平安時代初期、９世紀頃まで
には南都周辺に伝わり、一時は元興寺に所蔵
されていた。その後、平安時代後期、12 世
紀中頃に念西により石山寺一切経の一具とさ
れたのである。ただし、当時、石山寺に本巻
があったのか、あるいは念西により近江国に
持ち込まれたかは明らかでない。また、折本
の痕跡から折本改装の 18 世紀後半までは石
山寺にあったことも確認できよう。その後、
巷間にながれ、いくつかの蒐集家の手を経て
大谷大学博物館に収蔵されるに至ったといえ
る。
　さて、石山寺一切経に古写経が入れらた経
緯は明らかではないが、古写経転用の例はこ
れより少し前の法隆寺一切経にもみられる。
そこでは、書写時期全般にわたって関わっ
た静因により古写経が転用されたと考えられ
る。このように同時期の静因、念西がどのよ
うにして古写経を蒐集したのか、また、そこ
に関わりはあったのか。さらにいえば、平安
時代後期という一切経書写が盛行する時期
に、例えば、古写経の所在をめぐる情報のネッ
トワークのようなものがあったのか、各一切
経事業に相互関係はなかったのか、など興味
は尽きない。この点をさぐっていけば、当該
期の一切経書写をめぐるさまざまな状況が見
えてくるのではないかと憶説するが、ひとま
ず本巻の紹介のみで擱筆としたい。
　いずれにしても本巻は 1270 年を超える流
転の歴史を今日に伝える、かけがえのない存
在なのである。
